
８
月
１
日
（
土
）
庄
和
市
民
セ

ン
タ
ー
正
風
館
に
お
い
て
「
第
21

回
か
す
か
べ
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
25
日
に
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
さ
れ
、
「
沖
縄
戦
っ
て
何

だ
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
と
歌

と
朗
読
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
「
高
校
生
が
描
い
た

原
爆
の
絵
」
や
庄
和
高
校
生
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
平
和
の
こ
と
を

考
え
る
た
め
の
多
く
の
資
料
が
展

示
さ
れ
、
原
爆
の
絵
に
は
、
被
爆

体
験
者
の
証
言
や
高
校
生
の
コ
メ

ン
ト
が
書
か
れ
、
絵
の
意
味
を
深

く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

午
後
は
共
栄
大
学
留
学
生
の
司

会
進
行
で
、
世
利
文
夫
実
行
委
員

長
、
岩
谷
市
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

松
実
高
等
学
園
の
み
な
さ
ん
の

「
春
日
部
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

の
朗
読
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
大

学
生
や
高
校
生
が
参
加
し
て
い
る

の
も
こ
の
行
事
の
素
晴
ら
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

埼
玉
東
部
合
唱
団
レ
イ
ン
ボ
ー

の
歌
声
は
力
強
く
、
「
青
い
空
は
」

を
会
場
と
と
も
に
歌
い
、
平
和
を

守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
が
会

場
に
広
が
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
四
谷
姉
妹
の
憲
法
漫

才
で
す
。
服
装
も
髪
型
も
お
笑
い

芸
人
「
阿
佐
ヶ
谷
姉
妹
」
を
ま
ね

て
、
２
０
１
８
年
に
結
成
し
ま
し

た
。
お
二
人
と
も
弁
護
士
で
姉
役

の
岸
松
江
さ
ん
は
、
Ｄ
Ｖ
や
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
な
ど
の
一
般
民
事
に
、

妹
役
の
青
龍
美
和
子
さ
ん
は
、
福

島
原
発
事
故
の
被
害
救
済
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

憲
法
が
私
た
ち
の
く
ら
し
や
権

利
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
、
漫
才

を
通
し
て
楽
し
く
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
憲
法
漫
才
の
内
容
を
２
点
紹

介
し
ま
す
。

二
人
は
重
た
い
六
法
全
書
を
持
っ

て
き
て
、
憲
法
が
載
っ
て
い
る
六

法
全
書
は
何
の
役
に
立
つ
か
と
①

く
ら
し
や
権
利
を
守
る
②
お
昼
寝

の
枕
③
漬
物
を
つ
け
る
重
し
と
ク

イ
ズ
で
問
い
ま
し
た
。
ど
れ
も
く

ら
し
を
守
っ
て
い
る
の
で
正
解
な

の
で
す
。

ま
た
、
童
話
「
金
の
斧
銀
の
斧
」

に
な
ぞ
ら
え
て
、
池
に
六
法
全
書

を
落
と
し
、
オ
レ
ン
ジ
の
六
法
全

書
は
参
政
党
の
も
の
で
、
天
皇
中

心
の
社
会
を
め
ざ
し
、
国
民
は
臣

民
と
な
っ
て
い
る
。
黄
緑
の
六
法

全
書
は
自
民
党
の
も
の
で
、
自
衛

隊
を
書
き
込
み
、
軍
隊
と
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
濃
い
茶
色
の
六
法

全
書
は
国
民
が
主
人
公
と
な
っ
て

い
る
と
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
問
題
を
笑
い
の
中
で
、

な
る
ほ
ど
と
気
づ
か
せ
て
く
れ
て
、

参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
胸
に
平
和

の
種
を
ま
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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第
21
回
か
す
か
べ
平
和
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

平
和
の
種
ま
き
！

四
谷
姉
妹
が
憲
法
漫
才

８
月
９
日
号
と
８
月
16
日
号
は
、
合
併
号
で
す
。
16
日
の
新
春
日
部
の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

戦
争
を
深
く
知
る
こ
と
が

出
来
る
多
彩
な
展
示
物

高
校
生
、
大
学
生
が

行
事
を
進
行
し
て
活
躍

憲
法
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

や
権
利
を
守
る



 
 

                         

      

７
月
30
日
（
木
）、
埼
葛
斎
場

組
合
議
会
が
開
か
れ
、
令
和
７

年
度
決
算
認
定
な
ど
３
議
案
が

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

     

埼
葛
斎
場
組
合
は
、
春
日
部

市
、
蓮
田
市
、
白
岡
市
、
杉
戸

町
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

員
定
数
は
13
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
の
議
会
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、

春
日
部
選
出
の
う
づ
き
武
彦
議

員
、
杉
戸
町
選
出
の
江
口
栄
子

議
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。 

 

埼
葛
斎
場
組
合
の
前
身
は
、

１
９
５
４
年
に
設
立
さ
れ
た
春 

     

日
部
町
外
５
村
伝
染
病
院
組
合

立
火
葬
場
で
す
。
そ
の
後
、
様
々

な
変
遷
が
あ
り
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。 

     

７
年
度
決
算
は
、
歳
入
総
額

３
億
３
千
３
５
１
万
円
で
、
内

訳
は
構
成
市
町
の
負
担
金
１
億

５
千
７
６
３
万
円
、
使
用
料
１

億
３
千
４
９
８
万
円
、
基
金
繰

繰
入
金
１
千
５
５
７
万
円
、
繰

越
金
２
千
３
１
７
万
円
な
ど

で
す
。 

 

使
用
料
の
う
ち
、
斎
場
使
用

料
（
火
葬
料
）
は
７
千
４
６
５

万
円
で
、
そ
の
内
組
合
内
は
４

千
２
０
７
万
円
（
大
人
４
千
４ 

億
６
千
３
７
０
万
円
で
す
。

こ
れ
は
、
火
葬
炉
１
基
の

増
設
と
既
存
の
火
葬
炉
や

建
物
等
の
大
規
模
な
改
修

を
行
う
た
め
で
す
。 

 

現
在
の
斎
場
は
、
２
０

０
７
年
に
建
設
さ
れ
、

21

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

火
葬
件
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
に
、
新
た
な
炉

の
設
置
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
火
葬
炉
は
、
１
０
０

０
℃
の
高
温
と
使
用
頻
度

が
高
い
た
め
、
劣
化
が
激

し
く
改
修
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
８
基
の
炉
が
稼

働
中
で
す
が
、
火
葬
件
数

の
増
加
に
備
え
て
１
基
増

設
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。
炉
の
増

設
後
、
順
次
古
い
炉
の
改

修
を
行
う
予
定
で
す
。 

 

増
設
と
改
修
の
時
期
は

未
定
で
す
。 

    

３
５
体
、
子
ど
も
５
体
、
死
産

等
63
体
）
、
組
合
外
は
３
千
２ 

５
８
万
円
（
大
人
５
６
５
体
、

死
産
等
４
体
）
で
す
。 

 

う
づ
き
議
員
は
、「
火
葬
炉
に

空
き
が
な
く
長
期
間
待
た
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
質
し
ま

し
た
。
斎
場
組
合
事
務
局
長
は
、

「
時
間
帯
を
選
ば
な
け
れ
ば
ほ

と
ん
ど
待
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
長
く
て
も
３
日
程
度
で
す
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

歳
出
は
、
総
額
３
億
１
千
８

９
３
万
円
で
、
人
件
費
な
ど
の

総
務
費
が
１
億
８
千
７
５
０
万

円
、
火
葬
業
務
委
託
料
な
ど
の

事
業
費
が
１
億
３
千
０
４
１
万

円
、
な
ど
で
す
。
１
千
４
５
７

６
万
円
を
次
年
度
に
繰
り
越
し

ま
し
た
。 

     

施
設
整
備
基
金
残
高
は
、
２ 
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の
た
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施
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整
備
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３
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万
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埼
葛
斎
場
は 

３
市
１
町
で
構
成 

  

歳
入
総
額
３
億
３
千
万
円 

使
用
料
は
１
億
３
千
万
円 

火
葬
炉
１
基
増
設
と 

既
存
火
葬
炉
の
改
修
を
計
画 

埼葛斎場 


